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ここ小積エリアには、あそびの「あと」が

点在しています。「遊び」は人間や動物に

とって根源的なものです。このエリアで

何をしようか？探し、見つけて、あそぶ。

こうして自然の遊具に身を任せたこと

で、気ままな「あと」が残りました。人と

自然、過去と未来、作品とあそび。様々

な境界を巻き込んで「あっち」と「こっ

ち」が交錯していく。小積エリアで生ま

れた「誰か」の痕跡。あそびのあとを

辿った先で、私たちは橋向こうの「あっ

ち」に出会うことでしょう。

「あと」
“Marks”
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小積インフォメーション
INFORMATION in Kozumi

10:00-Weekdays 16:00 （Saturdays, Sundays,

public holidays, and August 13-16 17:00）

10:00～平日16:00（土日祝・8月13日～16日は17:00まで）
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豊嶋秀樹
Hideki Toyoshima　 With Deer as Our Guides, We Look at Ourselves

鹿に導かれ、私たちを見るとき小 積 エ リ ア K o z u m i  A r e a

牡鹿半島の真ん中あたりに位置する、湾奥の穏や
かな海と山に囲まれた一帯。狩猟で仕留めた鹿を
解体し、食肉として処理加工する施設フェルメント
では、“獣害問題”が深刻化する鹿の駆除を進める
とともに、その鹿を地域資源として大切に活かすべ
く活動しています。

This area is in the middle of the Oshika 

Peninsula surrounded by calm waters and 

mountains at the far end of a bay. 

FERMENTO, a facility that processes deer 

shot by hunters and produces venison, 

promotes the culling of deer when 

overpopulation starts to cause serious 

damage, while also working to preserve deer 

as a cherished local resource.

E キュレーター   Curator エリアテーマ   Area Theme
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フェルメントは2017年にできた鹿の解体処理施設。解体の
ほか、試作や研究のできるキッチンも備えています。この
フェルメントを運営するのは鹿猟師の小野寺望さん（Antler 

Crafts主宰）。やむなく仕留めることになってしまった鹿を
食肉として活かすため、的確な処理を行うほか、周囲にビオ
トープ（動植物の安定した生息空間）を整備し、料理人や
アーティストが集まって感性を磨く場所をつくっています。

鹿を活かす施設「フェルメント」
O�cial Facilities in Kozumi

FERMENTO is a facility built in 2017 to dress and process deer. 

Besides decomposition, there is a kitchen where experimentation 

and research can be conducted. Nozomu Onodera, deer hunter and 

director of Antler Crafts, runs FERMENTO. He makes proper 

arrangements to prepare meat of deer that was unavoidably killed. 

He also takes care of biotope (stable atmosphere where �ora and 

fauna can inhabit) and a place where chefs and artists can gather 

and brush up their aesthetic senses.

Facility to deal with deer “FERMENTO”

「FERMENTO」はイタリア語で「発酵」の意

リボーンアート・フェスティバル2017のキー
ワードでもあった「鹿」。RAF2019 では、小
積エリアにある鹿肉処理場を取り巻くよう
に、アーティストたちによる小さな集落が出
現します。展示では、象徴的存在（または比喩
的存在）としての「鹿」に導かれ、自然界側の
物語から見える世界をめぐります。私たちは、
「鹿」を道先案内人に「私たちではない」側の
目線や意識へと旅します。展示を見終え、再
び私たちの世界に戻ったとき、それはもとの
私たちの世界ではないように感じるでしょ
う。それは、鹿たちの世界に含まれた私たち
の世界というべきものなのかもしれません。

"Deer" was the keyword of Reborn-Art 

Festival 2017. For the 2019 edition, the 

artists will create a small settlement, 

recalling the venison processing plants in 

the surrounding Kozumi area. In this 

exhibition, we will invite the deer, a 

symbolic (or metaphorical) presence, to 

shed light on the world from the 

narrative perspective of the nature. With 

deer as our guides, we will embark on a 

journey in search of insight and 

knowledge in a realm that is not our own. 

After looking at the exhibition and 

returning to our world, it will probably no 

longer seem like our world. Instead, you 

might say that our world is now part of 

the deer world.



各地の衣食住の文化背景にある美を写真に収める写真家・在本彌生と、狩猟
や野生食材が育つ背景を伝える食猟師・小野寺望によるプロジェクト。ニホン
ジカの解体処理と牡鹿半島の自然の恵みを伝える拠点・フェルメントを舞台
に、小野寺の生き方を在本が写真で捉えます。「小積である猟師に出会いまし
た。彼が日頃見て感じている自然の奥にあるものは、私の普段の暮らしの中に
あるものとはまるでかけ離れています。彼が体感している自然の生々しさに、
少しの恐れと憧れを私は感じます。彼がここで見て、触れて、捉えているもの
を、私は写真で捉えます」（在本彌生）

E2
フェルメント ［石巻市小積浜字谷川道44］

在本彌生＋小野寺望 Yayoi Arimoto ＋ Nozomu Onodera

The world of hunting

Photo: Yayoi Arimoto 

芸術や芸能のはじまりに触れようとする山伏の坂本大三郎とダンサーの大久保裕
子によるプロジェクト。かつてマツリの場では自然＝神と人の関係が神話によって語
られ、そのことにより人々は全てのものとつながりを実感できました。信仰心が薄れ、
神話が本当のことであると信じる人がいなくなった社会において、かつての人々のよ
うに自分たちは芸術や芸能の核心に触れることができるのだろうか。「マツリの構
造、神話、民話、物語を読み込み、分解し、現代を生きる自分たちの目の前にある要素
でそれらを再構成する試みを身体表現作品にします」（坂本大三郎＋大久保裕子）
映像撮影・編集：金巻勲　映像出演：アオイヤマダ　協力：oi-chan、Villa Magical 2014

E3
フェルメント周辺

坂本大三郎＋大久保裕子 
いつかあなたになる
Someday It Will Be You

Daizaburo Sakamoto + 
Yuko Okubo

坂本大三郎×大久保裕子×島地保武
公演「三つの世界」モエレ沼公園（札幌）2016
Photo: Mao Yamamoto
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フェルメント周辺

津田直 Nao Tsuda

やがて、鹿は人となる／やがて、人は鹿となる 2019

Eventually, Deer Become Men / Eventually, Men Become Deer  2019Elnias Forest  2018

エリナスの森 2018

《Eventually, Deer Become Men / Eventually, Men Become Deer #1》
© Nao Tsuda, Courtesy of Taka Ishii Gallery Photography / Film　

獣道を歩いて出会った生命の断片や風景を元に、彫刻、写真、文章で神話的
世界を表現する堀場由美子。作品は、祖先からの伝承を想起させるような独
自の物語を宿したものとして存在します。「“私”はかつて存在していた全ての
生き物の集合体です。熊や鹿や鳥であった私は4つ足になり、あちら側とこち
ら側に橋を渡し自由に行き来をし続けます。大地に還ろうと目の前に横たわ
る鹿には、次なる物語がすでに始まっていました。それは、いずれ皆や私に
なっていくであろう物語の芽生えでもあり、全ての風景が黙ってそれを見つめ
ていたのです」（堀場由美子）

E6
フェルメント周辺

堀場由美子 Yumiko Horiba

その後の物語 - He knows everything - Vol.2
He Knows Everything Vol. 2

《その後の物語 －He knows everything－》 2015 鹿頭骨、鹿角

自身を取り巻く世界との関わりを、独自の注意深いフィールドワークによって掘り
下げ、写真作品として発表してきた志賀理江子。宮城県在住の志賀は、2011年の
東日本震災時に自身も被災者となりました。その経験とも深くつながることと
なった「ヒューマン・スプリング」展（東京都写真美術館／2019年）における、人間
がコントロールしきれないあらゆる現実と対峙した大規模な作品は記憶に新し
いものです。「小積で出会った猟師との対話から導き出された、自然と人間社会
の複雑な関係を、山肌の木々が朽ちて行く様と共にインスタレーション作品とし
て制作します」（志賀理江子）
協力：石堂建設
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フェルメント周辺

志賀理江子 Lieko Shiga

Post humanism stress disorder

淺井裕介は、現地の「土」を使った「泥絵」と呼ばれる壁画制作が印象的な作
家です。私たちが生まれ、立ち、そして死んでいく、足元の「土」を素材に、淺井
は物語を編むように作品を制作します。それは、太古からのメッセージのよう
に私たちの前に現れ、読み解こうとする者の思考と感情をかきたてます。「主
役はなくて、価値としては全部並列なんです。世界はものすごく小さな粒子の
集まりでできていると思うんです。たまたま別の物体なんだけど、ばらけてい
くと全部同じ。宇宙や植物にも点から始まるリズムみたいなものを感じます」
（淺井裕介）

E1
フェルメント周辺

淺井裕介 Yusuke Asai

すべての場所に命が宿る＠牡鹿のスケッチ
Life dwells everywhere @ sketches of Oshika

《絶え間なく語っている 1》 2016 ©Yusuke Asai, Courtesy of ANOMALY

「いつかあなたになる」

坂本大三郎＋大久保裕子 パフォーマンス公演

坂本大三郎＋大久保裕子がダンサーのアオイ
ヤマダ、ミュージシャンの鎮座DOPENESS

をむかえ、新作パフォーマンス作品の公演を
おこないます。

Daizaburo Sakamoto + Yuko Okubo 

will give a new performance with 

Aoi Yamada (dancer) and Chinza 

Dopeness (musician).

*Please check the o�cial website for details such as reservations and admission fee.

［ Venue ］ Shotokukan (1-5-42 Hiyorigaoka, Ishinomaki /
                  18 minutes on foot from Ishinomaki station

［ 日程 ］ 2019年9月15日（日）・9月16日（月祝） 
［ 時間 ］ 17:30 受付開始／18:00 開演／19:00 終了予定
［ 場所 ］ 彰徳館（石巻市日和が丘1-5-42／石巻駅から徒歩18分）
［ 構成・演出・出演 ］ 坂本大三郎、大久保裕子
［ 出演 ］ アオイヤマダ（ダンス）、鎮座DOPENESS（音と言葉）
［ 音響設計 ］ WHITELIGHT

［ テクニシャン ］ 河内崇
［ キュレーター ］ 豊嶋秀樹
［ 会場協力 ］ 彰徳館

※予約方法、料金など詳細はオフィシャルウェブサイトにてご確認ください

［ Date ］ September 15 (Sun), 16 (Mon., national holiday), 2019

［ Time ］ 17:30  Venue opens / 18:00  Performance begins /
                19:00  Planned to �nish

［ Direction and performance ］ Daizaburo Sakamoto, Yuko Okubo

［ Performance ］ Aoi Yamada (dance), Chinza Dopeness(sounds and words)

［ Sound Design ］ WHITELIGHT

［ Technical sta� ］ Takashi Kawauchi

［ Curator ］ Hideki Toyoshima

［ Venue Cooperation ］ Shotokukan

Someday It Will Be You

Performance by Daizaburo Sakamoto + Yuko Okubo

Drawing: Daizaburo Sakamoto

※写真・画像はイメージです ※アーティストのプロフィールなど詳細はオフィシャルウェブサイトにてご確認くださいREBORN ART FESTIVAL 2019 GUIDE BOOK 22 23

世界を旅し、ファインダーを通して古代より綿々と続く、人と自然との関わりを翻
訳し続けている写真家、津田直。6年前に歩き始めたのは、リトアニアの森へと続
く小道。地方の村々を訪ねているうちに出会ったのは伝承に登場する鹿＝エリナ
スの存在でした。その鹿は夏至の頃に、角の間に太陽を運んでくるといいます。一
方で津田は石巻を訪れる道中、東北に受け継がれてきた鹿踊りを目の当たりに
します。そこから新たな旅が始まりました。「本展では、遠く離れた二つの土地で
制作した『Elnias Forest』と『やがて、鹿は人となる／やがて、人は鹿となる』の2

シリーズより、鹿を巡る物語として同時に展示します」（津田直） 

※制作年の記載がないものは新作です
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